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創立20周年を迎えた

福岡駐在民

ころ

福岡市石城町14-10Te1(092)一28-6743

い立ち

当事務所のはじまりは昭和20年(1945)第2次

世界大戦末期に熊本県山鹿市に技官数人をもつ
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福岡駐在見事務所

世の中かしだいに安定するにつれて地質調査所

本来の調査研究業務にもどり地質の基礎的調査

研究･地下資源の実体把握を目的として業務を進

めてきた.

とくに地質調査所の出先機関として九州におけ

中和27年(1952)8月1日

なり現在に至っている

福岡駐在員事務所と

3.どん欺仕轟壷してい薦か

(エ)終戦後数年閥は荒廃し花資本を復興巻せる原動力

として石炭の開発偲進淋一つの大書な閏標と怒

れ炭蘭開発調査研究紀藍点秘おかれた吉すなわ

ち九州の金炭閏紀わたり本所あ為い獄福岡通産

局&協同して調麓を行ない

繁

多大の成果を挙げ杷帯
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⑨宋兼蝿鉄資源の調査軸概究

④天然ガスの調査･研究
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⑤水資源の調査･研究

⑥金属および非金属鉱床の調査･研究

⑦応用地質(ダム基盤地すべり温泉など)

の調査･研究

そのほか福岡通商産業局･地方庁(県･市など)お

よび業界などの要望による依頼調査や技術指導を行なっ

ている.また九州管内の地質に関する各方面の資料の

収集整備を行ない各界の方々に広く利用していただく

ように努力を続けている､

4.こんな立派な標本があります

故岡本要八郎博士(九州大学)が生涯にわたり収集さ

温泉の調査(電気検層原鶴温集)

半自動式示差識分析装置

れた鉱物標本約3500点を岡本コレクションとして当駐

在員事務所に整理陳列している.

標本中には日本全国はもとより外国産のものも多く含

まれまたふたたぴ得られないような珍しいものも多く

学界や鉱物愛好者の注目の的となっている.保育杜の

原色鉱物図鑑にこの中のものが多数掲載されているこ

とをご存知の方は案外少ないのではなかろうか.

このコレクションは一般の閲覧に供しまた希望団体

(学校など)には鉱物標本のカラｰスライド(テｰプ解説

付き)の貸し出しもしているのでご利用下さい.

永の鰯薮(鯨単)

炎光光度高十(コタキ式)

電気乾燥籍と光電比色計�
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地質調査用器械類

岡本日レクションの1部

岡本営レクション整理戸棚

純水製造装置(オルガン式)

九州の地下資源

一分

布と生産盤一

九州には金属･非金属･石炭･天然ガスなど各種の鉱

床が分布しているがその主要なものについて鉱床･鉱

山(休山中のものも含む)分布図を4頁に掲げた｡

生産実績が全国の20%を超えるものは

金属鉱物･…金鉱･すず鉱･脱銅硫酸焼鉱

非金属鉱物･･滑石･軟けい石･炉材けい石･陶石･

カオリン･ダイアスポア･石灰石

燃料鉱物…･石炭

などである�
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希炭の醒天

4.地熱

わが国最初の地熱発電の研究は大正7年(1918)海

軍中将故山内万寿治氏が別府の坊主地獄付近にボｰリン

グを行ない噴気を得たことにはじまるといわれ九州

はその発祥の地である.九州の地熱地帯としては由

布･鶴見･別府･九重(大岳)･阿蘇･雲仙･小浜･霧

島･指宿･開聞など多くのものカミ知られている.

地質調査所においてはかなり前から地熱開発のための

大岳地熱地帯(42年10月6号井～10号井を使用し

1万kWの発電の開発を準備中)

}ξ負島炭鉱大之浦鉱業所)

基礎的研究を九州地区においても行なってきた.岩

手県松川地区1に続いて大分県玖珠郡大岳地区において

も目下地熱発電所が九州電力株式会社により建設されつ

つありさしあたり1万kWの発電を目標としている.

地質調査所では今後さらに九州各地において調査研究

を進めて行く計画である.

なお水資源や南九州に多いシラスなどの資源について

は稿を改めてご紹介しよう.

大岳7号井の噴出

大岳地繍地帯の全景�


